
美しいリングをもった惑星“土星”を見よう！

７月の観望天体

スカイワードあさひ 天体観測室

〒488-0883 尾張旭市城山町長池下４５１７番地１

TEL 0561-52-1850 FAX 0561-52-1851

う つ く

７月の夜間観望会 日曜日 １９：３０～２０：３０
７月の太陽観望会

黒点やプロ
ミネンスなど
の太陽活動を
Hαフィルター
太陽観測専用
望遠鏡で観察
しましょう。

※夜間観望会は「スカイワードあさひ星の会」が運営します。
※７・８月、９月第１週は小学校の運動場で開催します。
※小中学生は保護者と一緒に来てください。
※天候や機器の整備等で中止する場合もあります。

スカイワードあさひに１６時以降にお問い合わせください。

１０：００～１２：００
１３：００～１５：００

火･土･日曜日、祝日
１５日(月)も開催します

わ く せ い ど せ い み

プロミネンス

黒点

太陽からの距離 約１４億３０００万km
公 転 周 期 約２９．４６年
自 転 周 期 約１０時間２０分
赤 道 直 径 約１２万０５３６km
衛 星 の 数 ６５個

リングをもった惑星として人気の高い土星が見ら

れる時期になりました。リングは、木星や天王星、

海王星にもありますが、望遠鏡を使っても見えませ

ん。土星のリングは大きさや見える姿の美しさでは

最高です。リングの幅は２０万キロメートル以上で

土星本体の半径の３倍以上もあります。しかし、そ

の厚みはとても薄くて、数十メートルから数百メー

トルといわれています。このリングは、ほとんどが

氷の粒からできています。土星のリングを調べたの

は、アメリカの宇宙探査船ボイジャーです。ボイ

ジャーから撮影した写真から、数千本もの細いリン

グが同心円状に並んでいることがわかりました。望

遠鏡で見ると、夜空の条件がよければ、リングのす

きま（カッシーニの空隙）が観察できます。

開催日・場 所 主な観望天体

７日
瑞鳳小学校

七夕の星（織女星・彦星）、月、木星など
東の空に七夕の星ベガ（織女星）とアルタイル（彦

星）が昇ってきます。

１４日 月、木星、土星 など

月、木星と土星が南東の空に見えます。

２１日
渋川小学校

木星とアンタレス、土星 など
木星とさそり座のアンタレスが南の空に並んで見え

ます。

２８日
旭丘小学校

ダブルダブルスター、木星、土星など
WWスターはこと座の二重星。望遠鏡で見ると実は

それぞれが二重星の四重星。

本地原小学校

土星は太陽系の中では木星に次いで２番目に大
きな「巨大ガス惑星」です。大きさは地球の約
９倍、重さは地球の約９５倍もあります。

土星

カッシーニの空隙

※図はイメージ
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日 曜 月齢 ７月の主な天文現象

１ 月 28.1

２ 火 29.1 （半夏生）

３ 水 0.7 新月

４ 木 1.7 火星食

５ 金 2.7 地球が遠日点通過

６ 土 3.7

７ 日 4.7 （小暑） 七夕

８ 月 5.7

９ 火 6.7 上弦の月

１０ 水 7.7 土星が衝

１１ 木 8.7

１２ 金 9.7

１３ 土 10.7 月が木星に接近

１４ 日 11.7

１５ 月 12.7 （海の日）

１６ 火 13.7 月が土星に接近

日 曜 月齢 ７月の主な天文現象

１７ 水 14.7 満月 部分月食（西日本）

１８ 木 15.7

１９ 金 16.7

２０ 土 17.7 （夏の土用）

２１ 日 18.7 水星が内合

２２ 月 19.7

２３ 火 20.7 （大暑）

２４ 水 21.7

２５ 木 22.7 下弦の月 天王星が西矩

２６ 金 23.7

２７ 土 24.7

２８ 日 25.7

２９ 月 26.7

３０ 火 27.7

３１ 水 28.7 みずがめ座デルタ南･北流星群が極大
やぎ座アルファ流星群が極大

２０１９年７月１４日 午後８時
７月の星空 ７月の惑星

火星

夕方、西空の低いところ
に水星と火星が並んで見
えます。４日には細い月が
接近します。この日、火星
が月にかくされる火星食が
起きますが、日本では昼間
のため観察できません。水
星は２１日に内合し明け方
の東天に移っていきます。

金星は「明けの明星」とし
て明け方東の空に輝いて
いましたが、８月１３日に外
合となるため見られなくなり
ます。

木星は宵の南の空に輝
いています。土星は１０日
に衝となります。両惑星が
宵空で観望できるようにな
りました。

水星 夕方の西の空

金星 明け方の東の空

火星 夕方の西の空

木星 宵の南の空

土星 宵の東の空

天王星 明け方の東の空

海王星 夜中の東の空

太陽を回る地球
の軌道はほんの
少し楕円です。そ
のため、太陽との
距離は一定では
なく、１月上旬に
もっとも近づき、７
月上旬には最も遠
くなります。今年
の近日点は１月３
日、遠日点が７月
５日です。

５日
地球が太陽から
もっとも遠くなる

１７日の夜明け、西空
の低いところで部分月
食となります。見られる
のは中国四国地方より
も西の地域です。

５時０１分に月食が始
まり、月没します。食最
大は６時３１分です。

１７日 西日本で
部分月食（月入帯食）

南の空に輝く木星と土星

木星

アルビレオ

土星

M５７
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北斗七星

月

木星

北極星

WWスター


